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表紙写真：シラス台地の崩壊（朝日新聞社提供）

鹿児島県と宮崎県南部一•帯には，この地方特有の特殊 きな災害が発生する。写真は昭和 44年7月6日の南九

士壌「シラス」の台地が拡がっている。シラスは乾いて 州地方の豪雨によって発生した鹿児島市内のシラス台地

いれば非常に堅いが，水分を含めばやわらかくなる。•こ の崩壊の 1例で，これによって 9人の尊い生命が奪われ

のため，シラス台地は大雨によってしばしば崩壊し，大 た。



I河川の破堤による氾濫の実験等について

第一研究部長有賀世治 I

1 まえがき

河川が水源を発して，浚流，河谷を経て平地に

流れてくると氾濫する。扇状地形が大いに発達す

ることもあり，発達しないこともあるが， とにか

く，大雨が降れば，耕地や集落のある平地に河水

は氾濫して，人的，物的被害を与える。古来人々

は水害を恐れ， これの防御対策として土を盛った

堤防（時には林の場合もある）を築いた。地形や

河川の大小，河状によっても異なるが，一般に始

めは，部落のみを囲む囲続堤を築いた。部落の拡

張土地利用の高度化に従って，堤防線は川の方へ

近づきつつ拡がって行き，霞堤となり， さらにこ

れが連続して河川を両方から締め付け，現在日本

の各地で見られるような河川の上下流，支流を延

々と結ぶ連続堤防が出来上っていったのである。

（圏ー1参照）

このようにして，現在の各河川の堤防線は長い

歴史の中で成長してきたものである。その歴史と

は，，繰り返された河川の氾濫とそれとの戦い，堤

防技術の向上，水害対策への為政者の意欲と投資
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図ー1 堤防の変遷

の変遷の諸面が考えられる。

私が氾濫に興味を抱くに至ったのは，幸運にも

昭和 10年，昭和13年の荒川の洪水，昭和23年，

24年， 25年の利根川や江戸川の洪水などを目撃し

たことによる。普段水の流れている狭い低水路が

満水して広大な高水敷へ溢れ出で，刻々土砂を含

んだ濁水が活々と流れ， 水位は高い堤防の天端に

近づき， 鉄橋などが水波で流されそうに思われ，

真に恐怖感を覚えたものである。一方，水害の惨陀

たる実状を昭和24年のキティ台風時に目撃した。

それ以来河）1［事業に携わりつつ， 河川堤防の機能

と建設効果の判定， したがって，河川の破堤氾濫

の想定と被害の想定について研究したいと思うよ

うになった。

さて，戦後の治水事業の進展によって，直轄河

川や， 中小河川の改良済みの区間ではほとんど破

堤を見ることはないが，建設省の統計によると，

所かまわぬ集中豪雨のために， 中小河川等で毎年

相当数の破堤があることが知られる。 これらはも

ちろん小規模のものであるが， 水害防止につとめ

る者として，河川の氾濫の研究（河川が破堤した

ら， どのように河水が拡がっていくかについて）

と氾濫による被害の想定の研究（氾濫が堤内地の

住民，耕地，集落，産業，経済にどのような被害

を及ぼすか，その件数と被害額について）が必要

なものといえるであろう。

実際河川の破堤氾濫の調査

氾濫水の拡りについての研究方法には， 実態調

査と模型実験の 2つがある。実際河川の破堤氾濫

の実態を調べることは容易なことではない。 部分

的な被害写真や，堤防，護岸などの復旧工事に関

係する資料や， 河川の水位関係の資料は比較的集

めやすい。 しかし，ある河川のどこがどれだけ，

いつ破堤して，堤内をいかに流下し（つまり，
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-,1 ：．る1il i d)水深、1嵐i也、 流1{Il C') |I、1j:11¥l (Iり変

（ヒ， Jii：砂や嵐砂の範1111)、どこ tて列逹 9・

し―r ， 完令．：こ減Il<-「る主でど`・・l-I...--• あ

Il.: ：I)ら9 ,t 1こ{II[ ：こ k 》て~i咸水した力、， こ

”・）：こ堤II、]J也0)1喉t}とや、iii'各ぺ、水路， あ

勺ヽ 疇 ‘: t I I I. ili l也家l•I‘: Il)・・カ＇、沙、水':.ど u)よ••) 

，こ影開したi）、内．,:一，．）し、て完令：こi、IIるこ

と， t, 、王しこ人と、、イ<lll.iiEと'、‘ --Kし、

んせな枷．） lt, その［う、匁，謁介を義務づ

，｝ら}.L文．，寸、る役所がなし、し， •~I'との II) ［

究者が (iなう；こして 1 、t, 木II‘りな経 ‘ii~ s:.. 

根気を嬰し，力り，災‘II;[t後迅辿にfi・ 

なわなくてiiならなし、 J その I・.，地形

測：1しも必要となる。

戦後！よもとより，戦洲， 叫治II 、1j•1 し，稀，こは古く

應11111り（しても， ｝く体の破堤地、1[i.，破堤輻， +,:JIIO) 

人体の出水状況，氾濫の拡か 1に範111:1, ＇ぷ尻流出

例壊， 1,,¥-,:I・., 1,,¥-,: 1,·以水区域などの大体の範IJI•1 ，被

古:<})概要，こつ・、‘てU)；介料；ょ， 洪水災 ‘,I;消訊•とし、

）た文1りの111：こ11}か4してし、る 私はII{｛和25年以降

令Ii:.l(}）饂監につし、て(})ft料を機会ちるごと；こ楳

め，tに 3年前：こ建設省河川｝11}0)［鮒を得て， ． 

定の柚式の晶j介梨を各都迅府県や，地）j建没）II1)‘

虻付して，氾i監に関する統・した行料，図1(1iなど

の収集の依頼をfiな ）ヽたか， あまり 1lll答は得られ

てし、なし、， しかし ，）く小約20河川：こつし、ては大付

r.}) rt料が得らJした 」＇，；近；よ災 ‘1杯直後、こ航炉j・打力，

とらiしるよう：こなー IfこU)で大変助力、る こ1-lをJ

ととして‘‘'/:'I:．をつJ1て尖介したものに， 祈褐県じ）

/Jlld,l II I・.・ト流， 1竹山県の、［しし乳l;J11, I, I'./; J 11なこ・・カ，

ある (‘Ij'.1_'1-lおよし‘、 2参照） 尖介し—·わ；l) 、 た

ことは破堤 11 じ）付近；ょラ I,,iK 、こ放射し、や、J) 亀-こ• 9 

l -：地盤傾，t1の）j柏l、こ1j1央0)盛り I・.-)た ．．次元II'、jな

心 lとして流卜.してし、＜ことてちる ヤ祖是や，直

路などの盛 1•. ！ tもちろん流オしに影門をりえしこし‘

る

なお，買屯なi1ij介デークとして，地jり！学者心に

kってfrなわ4したII{｛和22年9} lの利根l11氾沿'Lv)追
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崎 lI{｛和34年9)jの伊勢而沿i'1:：氾濫0)追跡鮎果が

あるぐ

破堤氾濫に関する小規模実験

私か， （ili堤氾濫；こ＼xlする小規腐虚刊：．＇丈験を fiぢ

,/こじ）はll(H!l28年」こ野におし、てである 伽川に述

べ／こ Kうに‘丈態調記こは限界があるので， 4ゞ米帷
しし、．→．次元JI；定常流である 饂監現象の解明の第＾

船は， 条「Iをf訓t；こした場合の殷咽＇）こ験の遂 fiに

あると刊断したわ：｝てある

長こ:2 m~4 m の艮）j形の勾配lll変の板製地盤

1貸＂加） •側に直糸恥＇心I肘砂 IJ) 11部分を設i}， 粘 I•で平

土Ilにi1: |••: y`た堤ll、]地部分にIh]、，て破堤させ， 拡り

と水1¥’,：変化を刻々 ‘'凡＇［にと ）て昭析した 河川部

分にIt．定の）fjl.!(.}），、イドログラフをもつ洪水をり・

え，流砂を給し、i11fJ 11最大流贔，鉛砂率，（il支堤位i「1,:，
破堤輻，河川勾髯堤内地盤勾配（縦および横）j

印）を神々変え，屯た団）II i/'tl恥輝諷の場合，天）ト

11 1 と(、~:J:J:1位 II! ） 1W)比校，堤内地盤 I．．の道路，水路の

彩即，｛ J,ょどにつし、ても尖験した 糾果の 部^を‘1j直

-3，図ー2：こぷにこオl：こよ）てし、／）し、ろな条件

ラースライトり立を断紐I,l'・）にとることにより、（水

に色索を加え，余1め絨水椋を）llし、て水iヽ1/：を↓・祉 J"と

る 流述は紙や発泡スチロールを流しにり，色来

を流すなどして求める）条件水別l2.5 cm~20 cm 
蔽堤輻 5cm~80 cm地糀勾配 O~土1/50こつし、

て水めた結凩(})今部を図でぷせ： t, 図ー2 に小す

とおりてある 拡り具合こっし、ては接，1奴共fiド！：こ

近し、場合が多し、が， 地盤粗度が強く利く場合iよlll]

心平1りに近し、場合となるし ，堤I}、1地盤名のドり傾，1汁

が強ければ定輻直進咄となる 総して拡，） 1（Ii積は

条1/「水頭にじ；こ支加され，破堤輻は洪水深に利し、

てくるようである これらの実験の場合の水jり！学

的解釈としては地盤と傾糾した）加］へ柏jう｛各卜水

の放射現象と｀なるべきで，破堤11に近く射流領域

があり，訴流部分の拡大と共に漸次射流範I}tl(i減

少し，遂にある水深をもつ水1「liに向って箱に流出

する唄流に近し、現象に移行する これは実際河川

の場合に割l介近似すると息われる

fl 20、• B 20, Iヽ() 1ヽ I)

II 10心ヽ tI IO鴫 9、" Iヽ II 

H 5呵 9i 5, ＂ h (I lヽ 0

I " 20~ • H 20• へ I,,.'.,, I、91
IIXI 

｀゚ 0^12ヽI
A9 5 °“M 

3̀ 5 1 9 JヽI
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7̀ 5 2 79ヽI
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写真一3 河川破堤氾濫実験

ドの氾濫現象につし、て概念的な把桐ができたc

っし、で多少水則学的解析にたえるような規模の

人さし、＇足験をしたし、と屈、ってし、たが， 機会に、1じま

れなか）たところ，防災センターヘきて1『｛和42年

からそのt幾会がりえられた。 まず破堤11付近の氾

；‘監水の拡がりにつし、て， 1：砂を含まなし、場合につ

し、Tf J:なうこととした 装ii,'1':としては勾配可変の

矩）＼多i|iIII製板（艮辺 6mのものと 12m のもののー・

帥）を川し、て，定沿泣のもとに条件水韻（溢流水

深）破堤輻，地盤勾利（横および縦）を変えて，

妍々の拡り， 水深，流向，却f1i流速を 1クドよりカ

具l-10.- H 20, • Ii 20 " h ll I、u
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図ー2 条件水頭一定にした場合の平面上の

氾濫水の拡り実験例

これらの実験は小規校で，氾濫水の湛水深が小

さい (0.3~5cm)ため，底面‘tli度の働き方が実際

の場合と異なり ，相似が成り立つかどうかは疑わ

しいので次の）＜規捩実験の実他の必要を感じたわ

ナである3

- 3 -



荒川における野外氾濫実験

冬などIll水路の休1呆ll！りを利Illして， （木耕悶地や

l泉野，こ饂監させることも杓えたが， 法律1下）なわす

ら」ぅしごガ、ある 、そいためIl.i.II店河）IIの感洲区域じ）

河111放て『仕也ごあるところで・fj-なうの力‘;、1!！r，iiitであ

ると杓えた 糾｝ 91)地熊沈ドがひど <,‘I;•II 、lf：こお` v‘ 

て低水路と似j水敷の間に小堤を記｝な：rA L ;t満杓ll

II、1応こ1;':j水放に溢水するとし、うし（適な個所として紺

l II放水路1鹿浜柏 I・流約 200 m の）r：i'1!：地、1仄を選／L

た ここては最l'1':j1 m 屯での落；＇，9:：が得らiLる 堤

内地盤としては低水路：こ沿）て 150m, 1r'Uり方向

；こ 75m ( |（li 柏約 1 町歩）の矩形状判i•lt l・.・1'吐且地を

心成し，／ii占堤11としては最）＜附I，i2.54 m o)木製押

倒式水II 11を設（｝，破堤IIを111心（こ 25m ；ょ氾濫II’’

，こよるi先掘を1;Jjくためコンクリート被沿とした

堤I}、］地盤l'1':j(.t.A.P.+1.4 m であり ，平tu度はコン

クリート部分：こつし、ては 5m ；こつし、て約 2cm fリ

度，料i'『I:I・．部分：こつし、て（よ 5cm 柑度の111I 1111があ

久）

尖験ぶ建設省薙）1「卜流 l:，h.. 9|i務所への協）J研究

と'v‘.0) lf多ぐ｛ ［な j っ』し、 /j他 II•9文 • Uj iよ'IH劣Iり［力‘‘:/地(l．し 、

澗‘Jピと鮒析を私達が壮llhiし， 協111は 1血するとし、_.)

ことて11{1tll 44年木から尖麗I！である 約60個の

針州IKi票の設ii’'i:，3個の大11、lfII • I• U)虻 ij•,i: , l'，':jさ 6111

J) l:．：j楼から 4f ;-し＇）カメラ，こ tる‘/i貞撮影， 1．．布約

50m :こ h，'·~止しにヘリュフターカヽらの ‘J代 II I't j'.し,ti蔽

彩， ’’IL, ；・（卜学．．JI:．をし、ALて総勢40名：こI・.る'(f!li!！Il 

休；1Jl,,.；ご, ；) t. )と大出りな実験てあるか，J泉Jり！

11'-J,こ：t訓Jlrid)小規校のそJlと1lll.-rちる 叶仙iと

して・t,t条件水り(I:-30 cm, 60 cm, 90 cmの・．．帥，｛載堤

写真ー4 荒川における破堤氾濫実験

胤/~1 よ水直iv' ） 2 (；',1-• と 4 ([＇i U）・．帥とし、．ー）こと：こしに、

”j：貞一4 ;よ 4Jj411:こ条件水叫 60cm、破唱11111

1.20m で知地した場合の氾濫途II I 1:/)状況をへ 1)_l 

フターか，‘）i蔽彩したものて， T•• I]1i u'） /k （立変化、tlI: 
)jO)''1':j楼力‘‘.)d)‘/i叫蔽影，辿くの）j;ょ1,1.：i校牛ー'--K 

る尖illll：こよ ,tこ］ 『・|］りの低水路につぎ出てし、，ふも

じ）は：i和庭物）I恥人」リj11••0) fこメ）0)金糾lズ（ある

現在ま--］'・(11/1尖験 2l11I 、本‘息戒 211,1 を (l•II;_ ，I、こ，

今後秋の洪水米腿I'暉iU)6) j I I l旬ちたり主ご fiな

今つも，＇）である この野外如戦の泣きIiliは，条件

．こ巡iする1,:l1i1:1ll(立と11、lj:匂I(14 11、1iよ・） 17II、1i・まで）力・iり

らオしるのは約 1011：こ 1l11!U)'/fり合であり ，11,i八強

風であjし;t I I I ii・., また i,1 ． ;i 校 1 :• I’IL,ミ・イト）1i'）l l (,'）．＇ •Ii、

で 1•., | i II{，'.， ク氏11IJ、,ftりの人ii h‘{i;（呆d)杓えら、ll 

<) I l ；こしカヴこり血てきなし、•'ばである
水叫IV)な解析は今後の間むてある；J）、 9 +1 1似率，

地盤のIト伐扮抵抗U)働き Jぶこつし、て， 議丈験と丈I；祭

9•II! ) I Iの氾濫データの比較をfiなうなどして， 蔽密

鮒は心ll能である：こしても， 氾濫被，りの想、じ：こ利

川さオ lる程度の略解は得らJしるも v＇)と杓／こ文し、

る この実験の場合，湛水深よ 3~20cm 仰心）

ものが測定さiしる

なお枠堤や盛 I．．道路，密集＇合 {l41:'^・りIii/‘，片物；-ー上る

訊黙こつし、ては機会があilば実他したし、と、思、 I.... 

'、‘る （小規嵌実験で(iすで，こ｛ ［な・，て'、‘る）

実験結果の活用 （氾濫モデルと水害予想）

私逹とぷ誦して＇、‘る人泣の 1| l ：こも，実験日付<It

そAしなりに忍義ヵ吋あらう力‘， 本‘りに(II［の役，こ，’だ）

v')力、と 1又11向する出がちる J そU)，命拠：i‘|;・坦‘／し勾I月じ

定1、Hlitl・.O)氾i監‘必験の糾東と＇扇応 ll)1 1じ）場合 t')t 

.-）な裕とKii．な」也形，J也物d)彩聾 Iくし')

饂監とりょヵ、な，）沢ぢるものてあち

.-)し ，水＇，i;の）’．i1りlと1、、文{, I I I I 

Jllv)どこがどAIだ： ｝破堤するJ‘,

主た河）IIU)到逹流州や水fむ，破堤

11、lj:¼IJ 芯どがす、、 C 不『｛i:定裳よこ ( 1り

＇、＇）j) ： ｝で， ；）(I l Iじ）」易i/i d) ！出‘崖をし

-r、お力、オ i¥＇t．心、｝しガ・;.、） -i -9 →、と'、‘--l、i)

： ｝ごある

私達:j: I又誼ij→ <） .t -； IK l'1'’.i.『．IIり

：こi,Mi足：こ解；｝な'.,ヽ；り>し．），ある‘-‘:t 

、J•じイミ f£tI l il‘人カ・入fよ ') ,'i. 1 こ；・な~し、 1)・ら，

そのような現依解析もその活lllも

.t,·rヽ •iは 1l木 -r、 オぅるとし、うじ）｛よ，i・し、すぎ
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であろう。私達にとって数学は手段であって現象

を少しでも明らかにすることが私達の目的であ

る。私は昭和28年に始めた小規模定性実験開始以

来，多くの氾濫現象の実際の観察とデータの集積，

模型および実物に近い簡易条件下の実験による各

種物理的測定値の関係づけによって， いわゆる氾

濫のモデル化を行ない得ると考えている。複雑な

地形における氾濫

も図ー3に示す 3
(1)満水型 ↓ 

つのタイプの組み
堤内地ffii梢A/Jヽ

合わせによって理

解してもよさそう
(2)放射型

に考えている。約

300年前，徳川幕

府は利根川を銚子

(3):;K'1'，ご望叶
の方へ流出するよ

うな大付替工事を

行なったが，これ

は江戸に対する水
図ー3 河川氾濫の類型

害の根源が荒川，

利根川（古），渡良瀬川（現在の江戸川）の氾濫によ

るもので， 利根川の付替えによって大いに氾濫被

害の軽減をもたらせ得るという， 彼等なりの氾濫

モデルを頭に画いて行なったものといえまいか。

従来河川工学といえばもっばら河道内の問題にか

たより過ぎていた嫌いがあるが， 私達は氾濫こそ

河川の真の姿であり，水理学者も河）1［工学者もス

タート台に立ち戻って氾濫の研究を大いにやるべ

きだと信じており， 私達の今までの作業は氾濫モ

デルの構成のためには十分役立つものであると考

えている。

第二に水害予測への有用性であるが， 従来河）11

の水害被害想定は最大氾濫面積をとって， 適当な

湛水深， 湛水時間を想定して被害件数と被害額を

算定している。河川全体の治水経済調査の方式と

して一応それはそれで意義のあるものである。 し

かし， ある河川の氾濫可能区域の中で実際の水害

時に氾濫する区域はその一部であって， 河川の 1

~2個所が破堤すれば，その上，下， 対岸は安全

性が増すわけであり，破堤幅は河幅を越えること

は稀であり，破堤の時刻は大体最高水位時前後が

多い。破堤地点の仮定は河状，法線の形， 堤防の

高さ，強度と地盤護岸，水制の有無とその有効性

などを総合判断して， 河川管理者が推定すればよ

い。河川のある区間にわたって特別に破堤確率の

異なるものがないとすれば， 全くの仮定を行なっ

ていくつかの例について行なえば十分であろう。

氾濫モデルを用いて水害予測することの優れた点

はまづ，刻々の氾濫水の拡りを想定することによ

って実被害展開の様相を具体的に時間的に追尾し

得る点であり，これによって家屋流失，半壊，床

上・床下浸水，田畑の冠水，資産，施設，交通被

害の件数や額の推定が従来の大福帳式のそれより

遥かに分析的に組み込まれるし，排水，避難，救

急，水防，堤防復旧作業の進め方，間接被害の想

定などについてかなり具体的に実際的に紙上研究

が可能となることである。 ＇ 

私は東京都防災会議風水害専門部会の一委員と

して， 東京都における江東デルタ地区および江戸

川地区の水害予想の作業をやらせて貰えることに

なった。

すでに地域の地形地盤高図，航空写真，人口，

建物，工場，公共施設，私有公有資産の概略テニー

タ，治水および排水施設の現況等氾濫想定区域に

関するデータの集積を始めており， 同部会基礎作

業班の行なった想定台風，想定降雨醤，潮位偏差

をもととして，建設省関東地方建設局，東京都建

設局などの御援助で， 仮定に基づく氾濫被害想定

について一案を提示する予定である。 その結果は

本年度末頃までには発表できるであろう。

llllllllllllllllllllllllllllllllllllllll、おもなニュース lllllllllllllllllllllllllllllll¥¥¥llllll

◇降雹抑制予備実験行なわれる。 ◇科学技術週間に施設を一般公開。

3月18・ 19日，浅間山麓の群馬県浅間家畜育成牧場 4月 13日から 18日までの科学技術週間に，本所計

において，沃化銀散布機（ロケット）の打上げ実験が行 算機室，長岡支所，平塚支所，新庄支所の施設を一般

なわれました。その結果，飛しょう性能，消滅性能共， に公開しました。平塚支所の約630人をはじめ，各施

i蘭足できる性能を持っていることが確認されました。 設共多数の見学者がありました。
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雹 （ひ:‘--）)を消すために

ロケ ット打上げ成功

II{｛和 45年 3月 1811, 浅間山北束龍こ‘Iiる11、大

な県、1l.iし1:il牧場は，llf 11 o)吹雪がまるでうそのよ

うな貞，）IIt な）く ‘I性 の ドにあ）た。＇「• 前 911 、If, ‘息淡

隊員は次々と‘片道を踏んて`代1淳もこつし、た。

私は応援のII{｛和化成品 K.K.の技術者 2人と共

：こ，10 II、1]'15分:-―｛よすで：こ1行抑班・長の定怜．ii’'［と沢

／`）ら4してし、た火丸lI I山Iu：こ、＇f.ってし、た ）瓜し力雌 ＜
身を切るような蔽しさである。 トランシー':ーで

HI:地点・ レーダーサ f卜との交t]に 成功する
やや＇よが多くなり ，発射時刻をできるだし｝早llに

も）てふく必要 を感ずる 11時 10分発射を1| l:11,: 

に準備するようt・r 1-.11［に指ぷし， この旨を尖験本
祁；こ留‘、『する小元1罰F111,11]班長ならび：こレーダーリ［

，こ連絡する

風｛t益々 強く，山頂にはとても長｝けはできそう

もなし、。 やや I‘・った松林の木l仕に退避する。その

うち，こオ］ 1:地、1ばから第 1111!地 上気象観測糾呆か人

）てくる．気温ー5C, 風向 WNW,}軋速 8.5

m/sec。山頂では恐らく 11-12m/sec f間度の風速

-ゞあらう ‘)記、とし、う k,)は1,tiし、とし、う感してあ

る。次々 ：こ 11奴びこんでくる情報は準備が快謁］に進

んでし、ることを罰げる。 発射[1、1j刻 が刻々とせ主）

てくる。I・.喉をなると文が主すますふえてし、る。発

射をできるだげ昂くする Kうに 指小して再び山頂

：こ立つ3 し、上し、上秒説なが1刷始された。 15秒前，

10 · 9 ・・・・ • •2 · l・O, ・II舜おし、てごう音と共に1fl煉をひ

いてロケ トが急 I．．昇するのが見えた 1・2［文「l

の切雌し，2段11からの沃化銀焼散布と続き，す

ぐ1段Hが火のた主とな）て 少し急降 lヽ・したと思、

)＇1:． ‘ii i• ノ人し (I及： !Uj り~(iJf‘ク・[‘4、:lミ

小沢 1J・雄

（提供信濃毎日新聞社）

）たら火災泊え 2は1i (}）火災もすぐ泊えた、成

功である 約2年近くジグザグの道を辿 ）てさた

が，消滅庫ロケノトが 応 の完成をなたぶた、何

ともし、えぬ妍しさか身体 l卜を馬lii}まわり II(｛和化）戎

品の2氏と桝手を交す 途端にまた猛烈な）玉さを

認識 したう、ノ代の状態は依然息わしくなし、' 2発II

の打 1 ••:f は延期し 全 i i -II!f本部へ帰沿するよう拓

／ドし，われわれも 早 に々 1汀liする。 なお，このII炉

の計測鈷果は次のとおりである J

ー←，．．．J ・ヽ・・-、一．．．．`＾ 2．、/•• •一-... - •一ピ9. .. ．-—••••/ヽ •9. ．9`，一、 r•...._,.• 竺, .、..,... . ．-..;•• · ,- .......．． Jヽ•••---- ··....,... .__._．、,,,._.. ..- ~····'......... 
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打上時刻 3月18日11時05分30秒

推薬燃焼秒時 3秒間

1・2段切り離し秒時発射後6秒

（高度約 2700m) 

沃化銀散布秒時 発射後10秒から20秒の間

チェンバー消滅秒時{
1段目 発射後23秒
2段目 Ii 32秒

降ひょう抑制とは何か

上記は， 降ひょう抑制予備実験と銘打って去る

3月中旬群馬県立浅間牧場およびその周辺で実施

された一連の実験のうちの 1こまの描写である。

ではここでいう降ひょう抑制とは何であろうか。

よく知られているように，主として初夏から初

秋にかけてしばしば大粒のひょうが降り，局地的

ではあるが農作物その他に甚大な害を与える。わ

が国では長野県ならびに群馬・栃木の北関東地方

に特にその頻度が高く，最近10年間の農作物被害

統計によれば年平均約 30,..,40億円の損害額であ

る。降ひょう抑制というのは， 雷雲中においてひ

ょうが大粒に成長するのを阻止して， できうれば

落下の途中に雨にするか又は若し落下しても被害

を与えぬ程度の小粒にしてしまおうという操作の

ことをいう。

ところで従来，降ひょうを抑制する手段として

は， 1)ひょう雲のなかに沃化銀等の核を種まきす

る， 2）上空に砲弾などを打上げてひょうに衝撃波

を与える，という 2つの方法が使われてきた。前

者は自然にあるのとは桁違いの多数の水晶核を与

え，小さいひょうの芽を無数に作ってそれらが大

粒に成長するのを防ぐという原理に立脚してお

り，また後者は衝撃波によって雹をやわらかくす

ーる効果をねらったものである。 このうち，後者に

ついては学問的に無理な点も多いので， われわれ

は抑制手段としては前者の種まき法を選んだ。

研究計画の大要

さて， ーロに降ひょうを抑制するといっても，

これは自然現象を人工的に調節することであり，

その成功を期するにはそれ相当の裏付けが必要で

ある。 ． 

実は当防災センターにおいては，昭和39年以来

気象・気候の人工調節に関する基礎調査を進めて

おり， その実行の可能性について検討を進めてき

た。ところが， 41年夏寺田所長が赴任されてから

は， この検討のビッチが早められ，異常気候防災

研究室を中心として気象調節研究グループが結成

され所長の直接指導のもとに今後着手すべき研究

課題が洗われた。

気象・気候を人工的に調節することは今後ます

ます重要性を増す全人類的課類である。 しかしな

がら，現在われわれが着手できる分野は極めて限

られており， 雲系の雲物理学的特性の改変だけが

可能性ある唯一の分野であると思われる。そのう

ちでも降ひょうという現象は極めて局地的であ

り，これに人為的な働きかけを行なってもその影

響するところは比較的せまい範囲にとどまるであ

ろう。 また諸外国とくにソ連邦においては研究が

かなり進んでおり， 機会に恵まれさえすれば成功

の可能性が高いと考えられる。更に小元流動研究

官が数年来関東地方の降ひょうのメソ解析を手が

けており基礎資料が比較的揃っている。 これらの

理由から， われわれは気象調節研究の第 1箔手課

題として降ひょう抑制に関する研究を選んでわけ

である。

さて，この研究は大きくわけて次の 2つの分野

からなる。

1. 種まき方法の研究

2. 種まきの効果についての研究

種まぎの方法としては，地上発煙法，飛行機か

らの散布法その他が考えられるが， 安全性や効率

を考慮してわれわれはロケットによる方法を採用

した。 しかしこのためには，ロケットは標的のあ

る 5,...,,6000メートル上空まで飛しょうし，沃化銀

を有効な核として散布した後， 落下に際しては人

畜に無害になるよう消滅しなければならない。す

なわち，消滅型ロケットとその弾頭部につめる沃

化銀散布機構を新たに開発する必要にせまられた

わけであり， これはいわば種まき手段の開発と名

付けられよう。

種まき方法の研究は，手段の開発を先行させね

ばならないが，それはほんの序の口である。むし

.-•••-9←•••←’`．．．．-~．．．......—••••一.,.._•一~····一 --··••...iー_...--•”` 9••'`.9••• ―`,．．．． 9..._ ．．．．_.,,....-···~---··--••-•一...i*•---~·····-..:..••·· 一
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/)， 4ヽ休，よ製竹．•さ 4lたロケ ，卜を何11、IJ・，何処へど

じ） t -ー］ ，こして発吋しにらよし、ガ、を究叫することで
,._， 
I')へ）

このため:--｛ tご‘!・・］を「I：・なう 柏乱よじ）発4:．iiiilミ

v')条件ならふ：こ過捏を‘人IIり，こjlを適雁；こ］”・恨 し

な：けししtならなし、 この規(l・:v＇)気象学；こと ク）て：t 

「'i'，ii1 |.＇）,Ititfii'な釦域の究IIJjこそが帥主き方法の研
究kl.（合・{V'）じ体 、,..ちる

柿屯ぎ U)な））＇」昌こ伐lJ→る研究とは，種主きと｀v‘e.）

竹．•l| l カ・村(1ril] 、・；こ対し—•ど 0) ような変化を＇j. えるカ~

そじ）過f間を鮒11/jJ・ることである

研究』•|11ij として it' -)心のめどを 5年とおぎ，

、よし‘ゞ）U）2年をfir!まき 手［交の間発；こ‘りて，残りの

3年／と純気象＇芹 lv、)な研究：こ ‘1,1てることとした

かくして11{｛和43年度を初年度 とする 5年註11hjU) 

特別研究ガ•発足し， tず帥主き 「['文とし―rU)ii惰,.,、K
咄口 'r Iヽじ）間発力沿丁・・さjしることにf;)たU)--:_ 
.i-, 
¥'),、)

消減型ロケットの開発過程

ロケ 1、し')II•1と， i"!· I咄と初；こliil ：凶，こなるじ）it, ~ll何

和じ） 1「！:h：いもv＇)を連搬しな：｝』し；tならなし、力、てあ

る オ刈1J刈しuiI I 1・11・）；よ桔乱'」、.l l l,¥ 0) j他 t~I t1「i寸さ

(_ over-seeding) 、こあるのだ 1) 、し•) ， 1 機が搬送する沃

化j;J!州， t多州なf¥’.Kし、 とこんが従米の燃焼）j式

ズ：ti)く化銀 1g を昇1',＼・・とせる:::10 g 以 I,．の燃焼

削と必＇以こ iーる こ，｛ I,で；t沃化銀 100gを連ふ連

ふ:-―少くピも 1 kg以 1•. 0)ものを搬送せオょttなら

干， こ！ 1 :こ裳： ｝ ＜／Hi:j[）)は極ふて）くぎくなり ， ロ

'r I、'/)、、.I)、'は、））く"jリ：こは）てし主う そこで昇り` r．

と：JI!ともな））率 t< 11. -) I Ii: H-;在した沃ィヒ乳・↓l、¥＇,:J 9 •力●、 ( I・ク）J

な水lIII＼核となる t・1 /,::)j式を探索することが1開発

U)第 1歩とは ・） にオ汎 J-・,...ある

こ0)昇り'r:}j式て：t,燃焼温I以j)、2200℃内外 と

v‘-.) |；＇；j温てあるため， ‘]初Jヽふと鉗が分飢’するの

で；よなし，かと懸念さJLたが，燃焼時間が極 ．りて短

ヵヽし、りで殆んど分解liおこ 、'-cし、なし、ことが確カ・

めらjした 主にその後‘li研究‘令：、＇こおし、て{iな）ヽ に

コールドボ 1 クス：こよる実！り灸、--K、，て， このt然燒
}j式で（［夕））な水晶核か形成こ:~L ることも定『I :(I'、); =-

li‘{I]忍さjした

かくして，1lil発；よ第 2~I Iv)ロケ ．， 卜4ゞ体へIi'1 l 
うことこなる 飛し ！う'!"I:]こつし、て{iii［米：し＇）ロケ

I 卜［．．学の久II識を1![）|lすること←,...殆んどII¥ lむ（よな

し、 ここでの諜如詞j滅•I •It を如何：こして確保する

かである こオしは鈷I111)，ロケ ／トチ，‘／,ミ・ーに如

何なる材質を便l|lし， ど(;')tうな 方式てii憎I．戒をた

やすくする力、とし、うこと：こつきる なお，ロ ケッ

ト・システムとして(t2設切離し方式をとり ，1［文

11：こ推進梨を、2段iIに沃化鉗を人れることかぎ屯

；） ， 主た •ii惰 1．成）j法として；ょ丸然焼法を採） ll ず ること

が何111!かのi・［合せの後で決定23).Lてし、た

材質の選定，、燃焼）jf去し')|lil発；t．迂余廿1甘）j・u)）且じ）

:) -べあ，たが，沿手 し-一 iJ)、ら約 9ケ）l fこ、》 に44年

:-3 J l: こ i よ ｝也 I ・．総合汎 ！．騒灸 ；こ宅てたどりつくこと()、•こ

ぎに この1試験てi1「))の測定値1J、らIIしし、 ・・1ヤ1:lt 
11悦を確保てきてし、ると廿i.：定さjし， チ ン、：ーの

,t然焼刊：．も(t,，tI I t票雁I:、＇こ近'v、こと 1.J)、i‘{Iいら,lLに 次

i iし、上し、よ，オrI・・実験：こ K0 ）てそU)9|4能を rスト
iる番である

が：し、：こしし-こ U)|l¥l乳いよ，ロケ 1、製i'1.＇）I 受公 t 1 •

u)．：蕊屯 l今．陪lミ綺．造船Iiliお Kし‘、II{｛利Ifヒ成品） ！塚 I.

場じ）技術．者逹i）)努）），こよ）て比鮫1'11、J「11-11：こ解決さ

A 1 1こ， l―、,.;_j) ：）,t然焼介ll,9ーーホ` μン系を導人するこど

：こ k:)沃化銀 1:こ対して燃焼介Illじ）Ir1: h:・：比で‘応、

：こ昇・1,¥こ：せること：こ成功した こ」t：こ上 ー， て搬送 HI •• 実験{ t 44年 11) l，大分県湯介i1i‘，し町；こある

令屯 州を500g（外殻を合ふ）：:::.とどめ，、J.-；ぉ 200 腔 I・.|、1衛隊11I I 11 ' ~-台瓜習場を惜 lI lし-c，西部総監．
gじ）沃化訳を含｛iこせること1Jヽ てきた 名＼；第 3牛、『科Wi．の支援を得て‘j澤さAしたりJ菖 4J l 
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からこの間にがるまで， ロケ 1 卜U)製作方法：こは

何1rl1となく改艮が屯ねられてし、る 糾比こはそオし

なりのI,11］をも ）て凶，iんだものである しかし、は

がら， テストの糾東は必ずしも 香し ＇V、ものでよな

ヵヽ 、た, JI~ し，う＇性能はもちろんのこと消滅竹も

11標：こ近し、ものであ，たが，外殻が火のた主とな

、て地 I・.：こ洛ドし-,...もまだ燃えつきなし、とし、う糾

閲こな）てし主、たし＇）てある これ：よ燃焼終 l9．主

での11、II:|iil設定が 1「か ，たためであり ，ロケ ／卜の

安令・ヤI・ーを1i'{l：保するた心，＇こは燃 焼IIか間の）く幅なi:lii少

を；iからなi}才し； tならなし、ことが-pijll)］した

召 Lからの 3カ）jはこの・，1！ぶこ努））を集Ilし，

45年3)l U) ]'• {Ilh'息森こが）たの ・rある この］’•iili 

実験は洲‘1,・-2 機を+fl•げテスト ， 後‘| ': 2機を‘」:1 | l 

へのト「i主き誡験と叶訓してし、たが，‘必験期間 l|l条

件:-―息主Aしずオ[| ••; fテストのくり返しに終始して

し主）た， しかしながら，この繰り返しによ-‘て

訓記のような数値を得(4機とも大1lll小沢で，；疇ラッ

キも小さし、）， ii'ii成If-(リロケ．／卜の製作につし、てはほ

、土）＜丈火との確1]を得ることができた。

今後の見通し

かくして，研究；よし、よし、よ第 2段I仰『：こ人るこ

と，＇こな）た 種主き「穀の間発！よ‘り初から 2年と

rI I-|IhiこAしてし、たので， ここ市でのテンホ (i li·I•|Ihi 通

、）てある こjし力、らの研究がし、よし、よ本米0)怠ll4、
にお；｝る降ひ，う抑制のための研究であり ，そじ）

)j法として():.・力.の極：こ州f-外実験，f也）jU)柏：こ‘Iじ

'机i-t幾：こよる数il(I.‘j門験をおくこと；こしし,...し、る

柏乱‘よがど‘U)L --)、匁気象場：こおし、て，どV)よ・ー）

，―.発生し移動し成1として、））く力',tとそv')な力‘-r、
どんな条件0)とぎ、＇こどじ）よう；こ‘ 伍か1戎J<｝ーる力、，

こ」しら U) フロセスを野外‘£険'~ t'-こできるだ： ｝ 

I;、ドしく実測すること，、J.;.,ら砂：こ数伯モデ Il；こ［ ＜） 

シミ，レーシ』ン 1;・1-ル見をすることが，；1―|lhiこ<,/Iてし、

る こd)州f・外‘よ！！成、こおし、て：t糾しく製ii•さ), lにl| l 

叔式レーダーカ、『文、い）・、-あI)う し力、し」見(1淋刈l

A刈し0)も，てし、る装備：上まだtだ貧蒻ごあ：）， ． 

1村の充‘£を図らな：r，！ l, tなら、J・i'v‘,tた氣依場J)
;!！Ilクじ：こ：i‘ノンぅ‘9|I)h!！Il : ［もち，，,)/Lし＇）こと ，l古］かIl、J.ili I• 

仙iiこもと、)',、こi各；欠立｛本1'()Iは利［所、乍糾li! ！ I] 糾韮］を• i tる

“ ふ

ようにll行進を図らな：月L;tならなし、

以上がし、わゆる 「種まき）j饂こつし、てじ）研究」し1)

具体(Iりな内容であり ，この降也抑制研究全（木0)クじ

命を制する部分である

研究は史に， 野外‘ば験：こおし、ても数i直実験:-—お

し、てもif：化銀和 l’・の種主ぎの効果‘1・11'ぶへと進ふら

jしな：ナAし＼tならなし、 こ』しはある忍II人でit史：こ難

ii/i！なこと力、もしオしばし、 i しカヽし i I •Ilhi年次U)| [l係て

少くとも野外‘j渇灸:-—おし、て：よ 45 年 1以 f) 、ら I·.,；じ研究

と1)i.-f ]・(I勺；こ沿手し--＇））く）’ ・‘崖ごある すなA）わ今

後3カ年u)州f・外‘よ験（よ‘ii『(:.J店本!'Iりな＇」、・じ）h）↓測と‘よ1、

じ）人 l••Ill!，j節実験と併 {f させ、ばがら実 IJ血す“ることを

叫則とし欠；月し,tなら芯‘v‘であ 99).-l 

lじ校[I'、JIllし'l111,’,j ＼こ経過しに」I~ り）し') 2年11¥l:こくv、)‘ヽ ，

I;• 「 I 廿 1j l~Jll I'd後‘I'．v'）3カ年it対象1,;1)•VI.．格 I·．極ふて itii(i 

i―る-:・あ 99) --）こと；ク• f想こjしへ＇） jーはA）し．）， ご‘・、

うを；ili-j→ 11J¥＇人；よ現役 1約『--r、よ主た、i/Lし')‘|'．．歩を踏 ，,,

/111 した、＇こ過ぎ入し、じ）であ 、） —r , 4ヽゞliじ）研究：t二，！l 

ヵ>：上），［；じ），ことし、•うことを牡·：こ強111,';jしておぎに v‘

こU)ヤI{文をバ＇：する：こ ‘li,），|｝'..li系，1行機杖lとく，::ー 2

っU)州f・タト＇jこ験←、ぺ多）くはお111.・11内をヵ、：｝た1；が 1•. 19 1衛隊

11Lf ;¥I¥)j 1(1i 糸怠監，—；＇{I;；窮 3|、1if 1 1i‘I:・なら砂：こ1il・：馬り［／ i :畜 I;•(•:

諜お上し‘i訓 l牧場v)lxl係者、こ深甚、レ；る，1り！息を表す

るものてある
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大咽耐震実験装置

|（1jれ此実験室長

沢田健吉

4¥.:IIヽL.5りに順調こ進む）く＂札 耐虞よ験装岡建設丁．

市として註IIhi0)II・}［明をしてあったものも 6)l 30日

しT)完成をむかえることにな ったc

ここてはその概＇災を紹介することにする し

図ー1 は装1i,'i:o)仝体の記悦を小すものである＾

実験室と呼んでし、る建物が 42.5x24 m2の広さを

~ l.  lてし 、る。 このI‘平の じの力.の受‘心設備の所から

実験室の）j向を撮影したのが冗貞ー1である 66 

KVで送ら1.lて米た虚気は受直設1胤iのところで 3.3

KV：こなり 2次変虚所を通 って，油圧源＇令と呼ん

てし、るところにし、＜） r/j'.貞ー2しよ油応I瓜‘脊の内部

ごここには17台のボンフユニ ．卜がある 各々

150KW o)モータによって駆動され， 210kg/cm2 

；こ）JII)|：さJL た油が加振機などの実験’冦にある油） I~

敗械へと送り出さJLる ”i貞ー3 はこの油のタン

クと冷月l設{liりてある 迫景に受‘心設備を見ること

が-2'ぎる

- l(） -

写真ー1 装置外景

写頁ー2 油圧源室内部

図ー1 装置全体

l,‘)；．験‘ィ、：

が出I) 紅II ‘i i 
3 il i l l | •.． ilりi'4;｛ 

4) 1)＜ ‘I'． )JII 板横
5 車 1t'1:)JII 拡機

(6 }JII 振台

⑦ 'jこ険装 [i1[ Jふ l1，せ

R )JII振台リ！出しピット
也耐 ‘IJじ校咽

l(l 監視歩 lJ訊

⑪ 油圧ホ ンフユニット

J2 ;i,1) ilil'}~ iiり
J3 11: J,J; i1l1クンク
⑭冷却装 it'i.
⑮ 受 軍設 {I『i
⑯ 2 次変直 IIIi

J1 1i {十l↓ | ｝ }| l l ff|i 



写真一3 油タンクおよび冷却設備

図ー2 iJ 尖険‘脊し）構造，ム， 'I~ jもし')～、ぺ•ある ）1！sl1,t 

: t lJIl11）< t恥'))よ））をとるとふ U,000tじ）if1：州をもグ）

、＼はも v')(あ：） ， i咸哀 'I•I卜を良く｝→る／こふ底 Ihi hI-l 

., :)9, 25 m2：：ビ、．，｝ •こある こ』しをおj)..-) 1 •．厨も

l、11外は廿I『；立；こなヽ ）て l、＇る ）が恨トラスとH;tヒン

ことし＇）らiして、‘るが，illi通(.,')（木育g,1,iv)t ・ー）な廿Iii心

`• : tこ0)部分； t 力入たくとめら~ Lて'，‘る 廿Ii；心 とし

又•: tあと U)もd)が材料がすくなくてすな (1•利―ごあ

勺＇；J)、,建物0)|hl { I ^ i))9く動数を I-・;f, }JII振機ど J)jl、.1IJ<

を4ヽさく-l―るたぶ1ぅヒン、こ Kる糾合をと） ／1.::、 こJ.I 

：こ t'文風：こ人、j-1ーる抵1麟ヽ減するため建物し')|11ij itlIl 
: :.、I、f-(を収，―r 、`‘／J,

写真 4
 
実験室内部

‘lf真一4 : t丈験‘脊J)| I、I;';-1;-：ぁ、←ご，I I I I九：=-7)へ）

のか 15X 15 111 2 1.1')|］、こじ）/JI!振fi : -ヽある こじ） I・・'-

丈験対象とはる校＂ iリカ`：『l・らjlる ‘’j'. 1.'{ 5 , J /Jl¥1lrゞ

台し＇）卜．；こある ， 水 ‘I'• , ITl:： II!t各4f;-し'))JII枷磯， l憎Ii響

佃l受 ・大/lヽ12 f i, ‘;、ランスシリンダー 4f ;-, ガ l.

ト16台J)各帥油） 1．．．t幾械 ごある こ~ lら： ti廿l)1五＇見字

ガ、，＇）．送らjしたI',':jI I: v') 11!1,こ上、-c動ヵ、さ，！ lる
., j直ー4 U) I知）1；＇：j'、＇)＇li,.-＿おるIIJ Iる ゴ`、窓： t;1サliill空

c.,')＼隠，：視窓・ごあ）て，；1lll ii Il‘冦；t il l l l l ・・．源'4芯(t＇) 2階，ー＿ぁ

る ”l'. [9! -6 ; tこd)；lll ii Il'脊J)11、1部'-＿ある磯；t：;•し')’Il.

貞＇ゞくちる ‘fl_l氣v＇)1; | i!！Il I.i占``k装ii]の）＜‘卜もここ'-ー集

ぷら).lること 、こ，はる

I : } l l l i,； 1」

I 久li lk令合1;
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図ー2 実験室構造
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写真 各種油圧機械

J ̀: I) , 

5
 

以 1••完成前の ‘I［真を使ヽ）て概要を況 II月 して米た

今後こじ）‘＇j:t'いこうつされたもの0)形のかわる

写頁ー6 制御用機器

ことはなく‘；し）戎した時の姿と灼え-cしYしつかえな
し、ものである

i ・ • 一 ｀ • •. -̀.．． ．̀ . • • ` 一 ，． ．｀ク・ ・ • ~.．． • 一ヽ •'• · ..ヽ... _ ・ ー・・～ ー·・｀ ク・ · ー ・ •• . ― ` .．． 會 ヽヽ•· · -. 一・·~-· - ·....，．． ． ^ - - ••, -~...,、 i1

J 

（ 昭和 45年度の業務計画 ｛ 
i . I. 9 ．＜くく ，ヽ ・99 ,． 、 1 

、 Iiii、l) 、 ¥砂'J<Hr・技術センターのII(｛和45年）い囁 5. 流動研究官が行なう関係試験研究機関への ； 

~ I;・|］11りは次じ）とおりである 研究協力—- J.‘I気象学())＆竺yふ象災‘,＼研究へ i
．． 1. 組織及び定員ー一耐‘し旦丈験‘脊を糾設し 、2l1lし の I心） ll ：こ つし、て，前年度：こ引 き紬き悶業技術•(i)f i 

j 
(• 1‘必験‘咲，3研究綿， 3支所となる 究両に ， また {I ：・ イ i構造の地震設；こ対す る揺猜恥こ •,

~ 2. 特別研究 ーIli」年度にひきつづき， 気象閾 つし、て祈たに気象研究所に協））する (. 
I : 
.. i‘!『ぶこ杖I~ -る研究およ巧菜I怜成雛こ kる1,k以付近 6． 基礎的調査ー一災’占緊急凋介， 11 、•II祭協））ri)，1ij ¥ l~l'.:.~'.:'.'. .::~.l.l~l'~'~-J1J::.:'.:~/:-i~'\i!~•-- J..'~ ',tOJ,l 'JJ'.J. v,•.-"".:'~:•J~•J.I;L '.l,1 17rt.~\11l11JII., l,.・11',J,IIJ/J/Jrt/"J ~ 
、じ）地‘I，し：活動：こ関する研究をffなう 介 、^りを（［なう

'3  経常研究 （）［匹ャ •‘’` 
1 Jし 1およひ研究ii支備の少夜{l『i 7. 資料収集整理一一災‘古 l½•lf糸ft料の収染， 内1と く

i と中II t ・て，災‘,＼猜込， 1）、1水氾濫， ＇i ;・イ颯化， 雌， 分類をfiなし、関係者の製望｛こ応しうるよう ・｝

｛地虞活動，胤l・「ぶ娼飼およ砂恥梵地紐， ‘1・1¥糾検 に努Jりるととも（こ，特に松ft地虞'ft料およ砂強 ！；

:i 索，吋質亥化，‘呼古防災，沿iド肋災勺：こW、lする 虞観測データの収集屯各岬を（［なう ( 
ヽ

＇し

：； 尼＼験研究u'）強化を図る 8． 施設設備整備運営ー一他設設備‘りは(I1ii連党の ( 

i 4. 関係試験研究機関と協力して行なう総合的 じなも())としては， ！ 

くな研究 前年度に紺紐して(iなうものとして、 (1) 新庄支所の整備連，況 可＂古防災に伐 l(. 

l情古防災総合研究（交通路と、「地の予処坪技術・ する大規校な野外実験をfiなうための関辿嵐＇と ；
( 
、 0)l:'：雌化：こ関する総合研究）；沿｝＇1,:防災総合研究 として、低温試験施設，‘丈験li：ゲりを図iりする ： 
I (‘1バ1l1d囁ii'1̂，：は食：こ伐lする総合研究）； 地人変動 (2) )-..:J1;(!1(1廿虞灼験装ii忙の東各(1『j-l!(｛和42年く

： 防災総合研究 （ローム台地；こお｛｝るが： ｝ ＜ずオし 度-/)>ら筑載研究 ・学園都巾・｛こ 4カ年叶・pl1jで建設 ：．；

＜ 9 ：こ杖lする総合研究）；風水＇古防災総合研究（以近 してきた）＜ifiリ1ni・似喜験装it]'：をII(｛和45年6)j ；こ‘応 ：；

：' の都巾・間］発：こf'I'．う水‘甚およこ颯 ＇古．：こ1及］する総合 成し， 1kli系汎験研究機関の共）Il :ー＿供する ． ； 

＼ 研究） ；閃‘i,;;氣i尻防災総合研究 (1・・；［つ11、『；こお(} (3) ）<.JIi!！降/:l:i‘よ験施設の刈ば(I『i―ぷI:|：i：こ k (． 

l， る（瑣斜地の水利改；＼’；i: --|Klする総合研究）、主た， る崩壊 l2りJIおよ砂I:jjl | ．． 研究 ；—-必要な）＜ 咽降 I : I : i 実 { 

く45年度ヵ.レ.）/ri『・ Jーるものとして，地＇、と防災総合 験嵐改をI!(｛和 45年度から 3ケ年計・|lhiで筑液(i)f ~、
！研究（大＇店 II、lfiこお（｝る都巾1坊災：こ伐げる総合研 究 ・学園都巾-｛ご整価することとし， その建，＇文｛こ I

:, 

〖· 、

．」 究）力、1il̂|Ihiご).Lてし、る 沿手する。

•一 ．． ． • /ー• . , -—.． • 一ー ·• ・ヽ 9 ..．．--•.．、 一 . . ...,,-、•··- ヽ．． • 一~... . 、，．．．．～-.．．r - • • •クヽ•• · · -.......． ．．- ..- ．．． ． .....,.... -- ...,.-—•．．グヽ.. . .J 
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主要災害一覧表

(1969年 7月～1970年 3月）

◇日本の災害

月 日 1 災害原因・現象 地 備 、考

1969年 梱雨前線豪雨i 西日本各地 1死・不明 17,傷 36,全壊 6月末に九州地方に大きな災害を

7/4~8 がけくずれ 68,半壊94,流失3,床上 もたらした梅雨前線の活動は 4日

浸水941,床下浸水 11,145 から再び活発となり中国地方を中

心にがけくずれなどによる被害が

発生した。

8/9--" 12 前線による集中豪 北陸，信越地方 死・不明 41,傷 81,全壊 1北日本を前線が移動して各地で局

雨 151,半壊 215,床上浸水， 地的な豪雨があった。新潟県加茂

13,561,床下浸水 20,799 市では全市の 8割，約6,000戸が

浸水した。青海町外波地区では土

石流により全戸数 160 戸が被害を—

， うけた。

8/22~24 亡け乱9号による強 H本各地 死・不明 6，傷 202,全壊 台風は本土の太平洋側を縦断。雨

風雨，たつまき とくに茨城県，青 127，半壊326，流失6,床上 は少なく風害が著しかった。 23日

オオ木ペバ胆< 没水6,772,床下浸水 8,457 茨城県西部でたつまきが発生し，

..J 
死 1，傷68,全半壊210の被害を

出した。青森限下は 23日夜集中

豪雨にみまわれ 11,000戸が浸水

した。

1970年 低気圧による強風， 北日本各地 I死・不明 25,j;', 37,全半 最盛時には 962mbに発達した低
1/31 ~2/1 高波，降雪 壊 155，流失 7,床上浸水 気圧‘‘台湾坊主’'が本邦の太平洋

920,床下浸水 3,438 岸を通過したため各地で強風，高

波による船舶の遭雅，海岸施設等

の被害が発生した。
l 

域 1被害概要 I

◇外国の災害

1969年 ハリケーソ（カミ アメリカ東南部 （死者約 300)

8/18 リー） I特にミシシソピ州 I
9/14~ 151集中豪雨 韓国南部 死・不明 390，傷 211,

・ 被災者 12万7千人

1970年地震 トルコ西部 死者約 2000

3/28.31 

風速 70~80m/sを記録

6mの高潮が発生

I総雨量 250-600 ミリ

M=7.5 

（災害研究室）
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